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3月号 （ 4 ）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

あ
た
た
か
い
お
見
舞
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
対

し
、
市
で
は
平
成
23
年
３
月
15
日

か
ら
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　

お
陰
様
で
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、

心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、

１
月
10
日
現
在
、
総
額
は
、
８
，

１
６
６
万
３
，
３
３
７
円
に
な
り

ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
寄

せ
い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、
日
本

赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
領
収
書
を
発
行
し
た
方
な

ど
、
お
名
前
の
分
か
る
方
の
み
記

載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。　　
　

栃
木
絵
画
研
究
会
会
長
田
口
勝
三

／
栃
木
市
立
吹
上
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

／
栃
木
中
央
小
学
校
／
栃
木
南

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
／
阿
久
津
忠

男
／
お
り
の
こ
／
男
の
絵
手
紙
展

／
栃
木
市
大
平
地
域
の
ひ
ろ
ば
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
連
絡
協
議
会

／
栃
木
市
藤
岡
文
化
団
体
連
絡
協

議
会
／
栃
木
市
都
賀
町
地
域
女
性

会
／
日
赤
栃
木
市
地
区
都
賀
支
部

／
都
賀
図
書
館
友
の
会

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

◇
問
合
先

　
　

社
会
福
祉
課  

☎
（21）
２
５
０
３

　
〜
ま
す
ま
す
便
利
に
〜

ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
蔵
タ
ク
の
運

行
を
拡
大
し
ま
す
！

　

昨
年
10
月
か
ら
試
行
運
行
し
て
い

る
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・
蔵
タ
ク
（
予
約

制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
）
の
運
行
内
容

を
４
月
か
ら
変
更
し
ま
す
。
通
院
や

買
い
物
、
通
学
の
足
と
し
て
、
さ
ら

に
便
利
に
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
バ
ス
・

蔵
タ
ク
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

☆
ふ
れ
あ
い
バ
ス

①
す
で
に
試
行
運
行
し
て
い
る
４

路
線
に
加
え
て
、
４
月
か
ら
新

た
に
５
路
線
の
試
行
運
行
を
開

始
し
ま
す
。

◇
運
行
路
線

○
真
名
子
線
（
栃
木
駅
〜
吹
上
地
区

〜
都
賀
地
域
〜
真
名
子
地
区
）

○
金
崎
線
（
栃
木
駅
〜
都
賀
地
域
〜

西
方
地
区
）

○
大
宮
国
府
線
（
栃
木
駅
〜
大
宮
・

国
府
地
区
）

○
皆
川
樋
ノ
口
線
（
皆
川
地
区
〜
栃

木
駅
〜
樋
ノ
口
町
）

○
藤
岡
線
（
栃
木
駅
〜
大
平
地
域
〜

藤
岡
地
域
）

◇
運
賃　

初
乗
り
１
百
円

※

１
地
区
を
越
え
る
ご
と
に
１
百
円

を
加
算
、
１
路
線
最
大
３
百
円
。

※

こ
ど
も
料
金
・
障
が
い
者
料
金

の
設
定
や
お
得
な
回
数
券
、
１

日
乗
車
券
も
あ
り
ま
す
。

②
ふ
れ
あ
い
バ
ス
市
街
地
北
部
循

　

環
線
の
運
行
ル
ー
ト
を
市
街
地

　

西
部
方
面
へ
拡
大
し
ま
す
。

※

①
・
②
と
も
詳
し
い
運
行
ル
ー
ト

や
時
刻
表
等
は
、
広
報
と
ち
ぎ

４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

☆
蔵
タ
ク　

　

蔵
タ
ク
の
運
行
エ
リ
ア
を
、
４

月
か
ら
西
方
地
域
へ
と
拡
大
し
ま

す
。
な
お
、
西
方
地
域
は
北
部
エ

リ
ア
と
な
り
ま
す
。

※

西
方
地
域
の
福
祉
バ
ス
は
、
蔵

タ
ク
の
試
行
運
行
に
伴
い
、
３

月
31
日
（土）
で
廃
止
と
な
り
ま
す
。

◇
問
合
先

　
　

交
通
防
犯
課  

☎
（21）
２
１
７
０

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
電
話
予
約

受
付
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
募
集

◇
募
集
人
員　

１
人

◇
任
用　

４
月
〜

◇
資
格
・
要
件

○
市
内
の
地
理
に
詳
し
い
方

〇
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作（
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
等
）が
で
き
る
方

◇
勤
務
条
件

○
勤
務
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分
（
内
５
時
間
／
二

交
代
制
）

○
週
５
日
勤
務

○
報
酬　

日
額
５
千
２
百
円

○
雇
用
保
険
加
入

◇
選
考
方
法　

面
接
試
験

◇
申
込
・
問
合
先　

３
月
15
日
（木）

ま
で
に
履
歴
書
（
写
真
添
付
）
を
添

え
て　
　

交
通
防
犯
課
（
本
庁
舎
４

階
／
☎
（21）
２
１
７
０
）
へ

本

本

本

歌
麿
通
信

歌
麿
通
信

歌
麿
通
信

歌
麿
通
信

歌
麿
通
信

　

最
終
回
の
今
回
は
、
絵
画
や
浮
世
絵
か
ら
生
ま
れ
、
使
わ
れ

て
い
る
言
葉
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は「
自
画
自
賛
」。
栃
木
市
所
蔵
の
肉
筆
画「
女
達
磨
図
」

に
は
、
柳
園
外
史
と
い
う
人
の
賛
が
入
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
の
よ
う
に
絵
を
描
く
人
と
賛
（
詩
や
文
章
）
を
入
れ
る
人
が
別

で
あ
る
こ
と
が
普
通
で
し
た
が
、
自
分
の
絵
に
自
分
で
賛
を
入

れ
る
と
「
自
画
自
賛
」
で
す
。
こ
れ
が
や
が
て
、
自
分
の
こ
と
を

自
分
で
ほ
め
て
い
い
気
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
「
見
当
」
と
い
う
言
葉
。「
見
当
を
付
け
る
」
な

ど
と
使
わ
れ
ま
す
が
、
も
と
も
と
見
当
は
、
版
画
を
刷
る
際
に

紙
を
正
確
な
位
置
に
置
く
た
め
の
目
印
の
こ
と
で
す
。

1
7
0
0
年
代
に
入
っ
て
多
色
刷
り
の
浮
世
絵
が
増
え
る
と
、

複
数
の
版
を
使
う
の
で
版
の
ず
れ
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
を
解
消
し
た
の
が
見
当
で
す
。
版
木
に
付
け
ら
れ
た
見
当（
カ

ギ
型
の
で
っ
ぱ
り
）
に
紙
を
し
っ
か
り
合
わ
せ
て
置
く
と
、
複

数
色
の
版
が
ず
れ
る
こ
と
な
く
刷
れ
る
の
で
す
。
当
然
、
歌
麿

の
作
品
も
こ
の
見
当
開
発
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
ま
す
。

　

肉
筆
画
だ
け
で
な
く
、
版
画
、
版
本
な
ど
歌
麿
が
遺
し
た
栃

木
市
ゆ
か
り
の
作
品
は
、
私
た
ち
市
民
の
心
の
糧
、
観
光
客
向

け
の
目
玉
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
の
宝
を
よ
り
充

実
し
た
形
で
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。
栃

木
市
の
宝
と
し
て
、
市
民
み
ん
な
の
手
で
大
切
に
育
て
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
、〝
歌
麿
の

愛
し
た
ま
ち
と
ち
ぎ
〞
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
の
狂
歌
師
、
通
用
亭
徳
成
の
賛
（
狂
歌
）が
入
っ
た
「
扇
屋
内
滝
川
」

つ
う
よ
う
て
い
と
く
な
り

お
う
ぎ
や 

う
ち
た
き
が
わ

り
ゅ
う
え
ん

け
ん　
と
う

が 

い　

し

さ 

ん

▼


